
Ⅰ 緒 言

網膜色素線条(angioid streaks，以下 AS)では，脈絡

膜新生血管(choroidal neovascularization，以下CNV)が

片眼に生じる頻度は 72％〜86％1)〜3)
，両眼に生じる頻度

は 49％3)と高率であるため，自然経過内での視力予後は

非常に不良であることが知られている4)
．これまでにAS

の CNVに対してはさまざまな治療法が試みられてきた
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Purpose：To investigate the effectiveness of intra-

vitreal administration of bevacizumab (IVB) for

choroidal neovascularization (CNV) in retinal an-

gioid streaks(AS).

Subjects and Methods：Five eyes of four subjects

with CNV in AS were observed for an average follow-

up period of 12 months. The average greatest linear

diameter(GLD) of the AS was 4315 mm before treat-

ment. IVB(1.0 mg or 1.25 mg) was performed a total

of two times at eight week intervals, and additional

bevacizumab was administered whenever exudative

changes occurred.

Results：Visual acuity improved in one eye(20％),

was maintained in two eyes(40％), and worsened in

two eyes(40％). Recurrence of CNV was observed in

two eyes(40％). Before treatment, the GLD was 2439,

2844, and 3654 mm in the three eyes in which visual

acuity was maintained, and 5803 and 6837 mm in the

two eyes with worsened visual acuity. Recurrence of

CNV was observed in the two eyes with worsened

visual acuity.

Conclusion：Short-term CNV fibrosis and mainte-

nance of visual acuity were achieved with IVB in

cases in which the GLD was less than 3500 mm.

Nippon Ganka Gakkai Zasshi(J Jpn Ophthalmol Soc

114：612―620, 2010)
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Abstract

The Effectiveness of Intravitreal Administration of Bevacizumab

for Choroidal Neovascularization in Retinal Angioid Streaks

目 的：網膜色素線条(AS)の脈絡膜新生血管(CNV)

に対するベバシズマブ硝子体内投与(IVB)の効果につい

て検討した．

対象と方法：対象は ASに CNVを認めた 4例 5眼，

平均経過観察期間 12 か月，治療前の平均病変最大径

(GLD)は 4,315 mmであった．8週間隔で IVB(1.0 mg

または 1.25 mg)を計 2回施行し，それ以降は滲出性変

化があれば追加投与した．

結 果：視力変化は改善 1眼(20％)，維持 2眼(40％)，

悪化 2眼(40％)であり，再発は 2眼(40％)に認められた．

治療前 GLDは，視力を維持した 3眼は 2,439，2,844，

3,654 mmであり，視力が悪化した 2眼では 5,803，6,837

mmであった．CNVの再発は視力が悪化した 2眼で認

められた．

結 論：IVBにより，GLDが約 3,500 mm以下の症

例に対しては，短期的には CNVの線維化および視力維

持が得られた．(日眼会誌 114：612―620，2010)

キーワード：網膜色素線条，脈絡膜新生血管，ベバシズ

マブ，病変最大径
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要 約

網膜色素線条の脈絡膜新生血管に対する

ベバシズマブ硝子体内投与の効果



が，網膜光凝固術5)6)や脈絡膜新生血管抜去術7)では視力

維持は困難であり，特に網膜光凝固術では再発が多いこ

とが明らかとなっている他，経瞳孔温熱療法によっても

CNVは拡大進行するとされる8)
．他方，黄斑移動術施行

例で視力が改善，維持できたとの報告はある9)10)が，多

数例での検討はなされておらず，網膜剝離などの術後合

併症の問題も残されている．

2000 年以降は光線力学的療法による治療が盛んに行

われるようになり，短期的(4 か月〜12 か月)には視力維

持が可能との報告がなされたが11)〜13)
，長期的には CNV

は進行拡大し，抑制効果の低いことが明らかとなってき

た14)〜17)
．

2006 年，Teixeira ら18)が，ASの CNVに対するベバシ

ズマブ硝子体内投与(intravitreal administration of beva-

cizumab，以下 IVB)の有効性を初めて報告し，それ以

降，視力の改善・維持，CNV の線維化および拡大抑制

に有効であるとの報告が相次いでいる19)〜22)
．これらの

報告におけるベバシズマブ再投与は，滲出性変化の残存

もしくは悪化時に施行されており，投与間隔は概ね 4〜

6週である(表 1)．しかし現在のところ，CNVの線維化

に最も有効なベバシズマブの投与間隔についての一定の

見解は得られてない．その一方で，ベバシズマブ硝子体

内投与には，細菌性眼内炎(0.16％)や，心筋梗塞(0.4％)，

脳血管障害(0.5％)などの重篤な副作用がまれではある

が報告されているため23)
，効果を期待するあまり過剰投

与にならないよう，有効性と安全性の両面を考慮したう

えで投与間隔を設定する必要があると考えられる．

我々は，これまでに虹彩ルベオーシスの症例に対して

ベバシズマブ(1.0 mg)を投与した際，約 8週間にわたっ

てルベオーシスの進展を抑制できた経験から，AS での

CNV の線維化に対するベバシズマブ(1.0 mg)の効果も

約 8 週間維持できるのではないかと考え，本研究の

IVB 間隔を 8 週間に設定し，IVB の効果をプロスペク

ティブに検討したので報告する．

Ⅱ 対象と方法

�．対 象

2007 年 1 月から 2008 年 4 月までに，愛媛大学医学部

附属病院(以下，当院)で AS に CNV を認めた連続症例

の 4 例 5 眼(男性 3 眼，女性 2 眼)である．年齢は 33〜

85 歳(平均 55.2 歳)，経過観察期間は 7〜16 か月(平均

12 か月)，治療前の病変最大径(greatest linear dimen-

sion，以下 GLD)は 2,439〜6,837 mm(平均 4,315 mm)で

あった．AS の診断にあたっては，両眼に，検眼鏡所見

にて視神経乳頭周囲萎縮，乳頭周囲から放射状に伸びる

色素線条を認め，さらにフルオレセイン蛍光眼底造影

(fluorescein angiography，以下 FA)にて色素線条部に

一致した過蛍光所見を認める症例とした．GLD の測定

方法は，FA を用い，病変には CNV，出血，網膜色素

上皮剝離を含めて決定したが，瘢痕病巣は含めていない

(症例 3の右眼のみ瘢痕病巣を認めた)．

治療開始時，全例で CNVは中心窩下に及んでいた．

なお，既に他の治療を受けている症例は対象から除外し

た．ベバシズマブの使用に際しては当院臨床倫理委員会

の承認を受けるとともに，患者にインフォームド・コン

セントを行った．

�．方 法

まず 1 回目の IVB(1.0 または 1.25 mg)を行い，その

後病状にかかわらず 8 週後に 2 回目の IVB(1.0 または

1.25 mg)を施行した．その後は，1〜2 か月ごとに光干

渉断層計(optical coherence tomograph，以下 OCT)で

精査し，OCT にて滲出性変化が認められれば，消失す

るまで追加 IVB を行い，滲出性変化が認められなけれ

ば経過観察とした．治療効果を，治療前後の視力変化，

FA，OCT所見，さらに投与回数，再発について検討し

た．なお，ベバシズマブ投与量の違いは，投与時期によ

る違いであって，症例の病状に応じて投与量を変更した

わけではない．
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表 1 網膜色素線条の脈絡膜新生血管に対するベバシズマブ硝子体内投与についての報告

1.25 mg

M：months，W：weeks，FA：fluorescein angiagraphy(フルオレセイン蛍光眼底造影)，IA：indocyanine green angiography(イン

ドシアニングリーン蛍光眼底造影)，OCT：optical coherence tomograph(光干渉断層計)．
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1

投与回数

1

1〜2

1〜3

2〜7

2〜6

投与量

23.8 M

19.3 M

4〜8 M

3〜9 M

4 M

経過観察期間

1.25 mg

1.25 mg

1.25 mg

1.25 mg

4 W

6 W

無

投与間隔

46.8

53.5

53.8

23

年齢

70.8

無

無

無

無

投与間隔設定

4〜6W

4〜8W

無

OCT滲出性変化有

FAで leakage 有

無

追加投与の条件 視力変化

改善

維持・改善

維持・改善

維持・改善

維持・改善

自覚症状悪化

FA，IA で leakage 有

OCT滲出性変化有

眼底検査で悪化有

FAで leakage 有

OCT滲出性変化有

FAで leakage 有

視力低下有



視力は，小数視力表を用いて測定し，その結果を log-

arithmic Minimum Angle of Resolution(logMAR)値へ換

算し，視力変化は logMAR 値で 0.2 以上の変化を有意

とした．小数平均視力は，logMAR 値の相加平均から

逆算して算出した．治療前後の少数平均視力の比較には

Wilcoxon 符号付順位和検定を用いた．CNVの線維化の

判定は，OCT 検査にて網膜内・網膜下の滲出性変化の

消失，CNV 内部の輝度亢進をもって判断した．なお，

網膜内の囊胞様変化の残存の有無は，CNV の線維化の

判定には含めていない．8 週間隔 IVB 施行から 2 か月

後に FA，IA を施行できた症例 1，症例 3の両眼では，

蛍光漏出が認められないことも線維化の判定に加えた．

FA はトプコン社製 TRC-50 IX MegaPlus 2 および

Heidelberg 社製 HRA 2 を用いた．OCT は，トプコン

社製 3D OCT-1000 および 3D OCT-1000 MARK Ⅱを用

いた．また，経過観察中に，検眼鏡検査にて新しい網膜

下出血の出現およびOCT検査での新しい滲出性変化の

出現あるいは増悪を認めた場合を CNVの再発と定義し

た．

Ⅲ 結 果

�．IVBの効果

連続 2 回の IVB のみで CNV の線維化を得られたの

は，5 眼中 3 眼であった．残り 2 眼では CNV の十分な

線維化が得られず，追加 IVBを要した(表 2)．初回 IVB

からいったん線維化を得るまでに要した期間は，症例 1

が 4か月，症例 2が 7か月，症例 3の右眼が 5か月，症

例 3の左眼が 5か月，症例 4が 4か月であった．

�．治療前後の視力変化

最終受診時において，視力が改善した症例が 1眼，維

持が 2眼，悪化が 2眼であった．視力が維持できた 3眼

の治療前GLDはそれぞれ 2,439，2,844，3,654 mm，視

力が悪化した 2 眼の治療前 GLD はそれぞれ 5,803，

6,837 mm であった．5 眼の平均視力は治療前が 0.15，

治療後が 0.11 であり，治療前後で不変であった(p＝

0.2733)(表 2，図 1)．

�．治療前後の FA所見

最終受診時の FA では，症例 1，2，3 の両眼(3 例 4

眼)では組織染のみで蛍光漏出は認められなかった．症

例 4 では，囊胞様黄斑浮腫残存による過蛍光を認めた

が，CNVからの蛍光漏出は認められなかった．

�．治療前後の OCT所見

最終受診時において全例で CNV の線維化が得られ

た．滲出性変化については，4 眼で完全に消失した．1

眼(症例 4)のみ囊胞様黄斑浮腫が残存したが，網膜下の

滲出性変化は消失した．

�．初回 IVB後 4週目，8週目の OCT所見

初回 IVB 後 4 週目および 8 週目に OCT 検査が施行

できた 4 眼で，初回 IVB 後 4 週目と比べて 8 週目に滲

出性変化が改善した症例は 3眼(症例 1，3 の右眼，4)で

あった．一方，滲出性変化が悪化した症例は 1 眼(症例

3 の左眼)であった．つまり，初回 IVB の効果が 8 週間

維持されていたと考えられる症例が 3眼，効果が維持さ

れていなかったと考えられる症例が 1 眼であった(図

2)．

�．ベバシズマブ投与回数・CNVの再発

投与回数は，2 回が 3 眼，4 回が 1 眼，6 回が 1 眼で

あり，平均投与回数は 3.2 回であった．CNV の再発は

5 眼中 2 眼(症例 1 と症例 2)に認められた．症例 1 は，

連続 2回の IVBにていったんCNVの線維化を得たが，

初回 IVB 後 13 か月目に CNV 瘢痕組織の耳側に約 1.5

乳頭径大の網膜下出血およびOCTにて漿液性網膜剝離

の新たな出現を認めたため再発と判定した．症例 2は，

計 4 回の IVB にていったん CNV の線維化を得たが，

初回 IVB 後 11 か月目に CNV 瘢痕組織の耳下側に約

1.2 乳頭径大の網膜下出血および OCT にて漿液性網膜

剝離の新たな出現を認めたため再発と判定した(表 2，

図 1)．

�．合 併 症

ベバシズマブの薬剤に伴う全身への合併症は認められ

なかった．また，網膜剝離，硝子体出血，眼内炎など硝

子体注入手技に伴う眼合併症も認められなかった．

	．代 表 症 例

�) IVB 有効例(再発なし)：症例 3の左眼

45 歳男性．治療前視力 0.2．CNV の GLD は 2,439

mm．検眼鏡所見では中心窩下に灰白色病変を認め，周

囲に網膜下出血を認めた．OCT で 2 型の CNV を認め

た．FA にて CNV に一致した過蛍光所見を認めた(図

3)．連続 2 回の IVB にて CNV の線維化が得られ，そ

の後再発はない．最終視力は 0.15 であり，視力は維持
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45

453

852

年齢症例

1

表 2 全症例の背景

5,803

GLD(mm)

0.06

0.2

0.2

0.2

治療前視力

68

33

GLD：病変最大径，IVB：ベバシズマブ硝子体内投与

0.2

右

右

左

左

患側

6,837

2,844

2,439

3,654

左

2

4

IVB 回数性別

女

女

男

男

男

6

0.15

0.15

0.2

0.05

0.06

最終視力

2

2

無

有

有

再発

7

9

16

16

経過観察期間(月)

14

無

無



されている．

�) IVB 抵抗例(再発あり)：症例 2

85 歳女性．治療前視力 0.2．CNV の GLD は 6,837

mm．検眼鏡所見では中心窩下に及ぶ CNV を認め，周

囲に網膜下出血を認めた．OCT で黄斑部網膜に浮腫を

認め，2 型の CNVを認めた．FAにて CNVに一致した

過蛍光所見を認めた(図 4)．連続 2 回の IVB では十分

な CNVの線維化が得られなかったため，さらに 2 回の

追加投与を行いいったん CNV の線維化を得た．しか

し，初回 IVB 後 11 か月目に CNV の再発を認め，さら

に 2回の追加 IVB を行った．最終視力は 0.05 であり，

視力は低下した．

Ⅳ 考 按

今回の検討において，IVB により，GLD が約 3,500

mm以下の小さい症例に対しては，短期的には CNV の

線維化および視力維持が期待できると考えられた．

最終視力についてみると，視力改善が得られた症例が

1眼，維持できた症例が 2 眼，悪化した症例が 2眼であ

った．過去の報告では，経過観察期間が 3〜9 か月の短

期成績9)〜11)では，ほとんどの症例で視力は改善維持され

ている．長期成績では，Wiegand ら21)は，対象が 9例 9

眼，平均経過観察期間 19.3 か月の検討で，視力改善が

44％，維持が 44％，さらに Neri ら22)は，対象が 11 例

11 眼，平均経過観察期間 23.8 か月の検討で，視力改善

が 90.9％，維持が 9.1％と，いずれの報告も長期経過

にもかかわらず非常に良好な視力成績を得ている．これ

らの報告と比較すると，今回得られた視力維持効果は短

期経過であるにもかかわらず 60％と低い．その理由は，

治療前視力とベバシズマブの投与間隔の違いにあるよう

に思う．治療前視力は，Wiegand らの症例は 0.2〜

0.8，Neri らの症例では 0.05〜0.63(術前平均視力 0.28)
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図 1 全症例の視力経過．

IVB(ベバシズマブ硝子体内投与)の時期，再発時期を示す．矢印：8週間隔 IVB，矢頭：追加 IVB，★：脈

絡膜新生血管の再発．グラフの縦軸は対数目盛表示．



である．それに対し，我々の 5 眼の治療前視力は 0.06

〜0.2(術前平均視力 0.15)であり，Wiegand や Neri ら

の症例と比較すると，治療前視力は不良である．また，

初期治療におけるベバシズマブの投与間隔は，Neri や

Wiegand らは 4〜8 週間であるのに対して，我々は全症

例 8週間とした．このように，各々の報告において，症

例の背景や投与プロトコールが異なるため，今後症例数

や経過観察を重ねさらなる検討が必要であると思われ

る．

今回の検討で視力が低下した 2眼は，いずれも治療前

GLD が大きい症例であり，なおかつ CNV が再発した

症例であった．一方，視力が維持できた 3眼は，治療前

GLD が比較的小さい症例であり，計 2 回の IVB のみで

CNV の線維化が得られ，その後再発を認めていない症

例であった．したがって，GLDが約 6,000 mm以上の大

きい症例に対しては連続 2 回の IVB のみでは CNV の

線維化を得ることは難しく，1 年以上にわたって視力を

維持することも難しいと考えられる．今回の症例におい

て，視力が維持できた 3眼と悪化した 2眼の治療前GLD

について検討したところ，視力維持例の GLD はそれぞ

れ 2,844，2,439，3,654 mm，悪化例のGLDはそれぞれ

5,803，6,837 mm であり，GLD が比較的小さかった症

例で視力が維持されていることが分かる．過去の報告で

も，1 乳頭径よりも小さい早期 CNV の症例では，IVB

施行により，32 か月間の長期にわたって良好な視力を

維持できている24)
．長期経過で視力成績が良好であった

Wiegand ら，Neri らの症例の病変サイズがどうであっ

たのか興味はあるが，病変サイズについての記載はない

ため関連は不明である．これらの結果から，現状での

IVB の最もよい適応は，比較的良好な視力が維持され

ていて，治療前 GLD の小さい症例であると考えられ

る．

再発した 2 眼は，治療前 GLD がそれぞれ 5,803，

6,837 mmであり，ともにCNVの大きい症例であった．

再発の時期は初回 IVB 後 13 か月目，11 か月目で，と

もに治療開始後約 1年であった．過去の報告でも，経過

観察期間が 1 年未満の 3〜9 か月の短期経過では再発例

の報告はほとんどない18)〜20)
．しかし，長期経過での再

発の時期や頻度については現在のところ分かっていな

い．今回の検討では症例数も 5眼と少なく，経過観察期

間も短いためさらなる検討を要するが，治療前 GLD が

大きい症例ほど，再発の危険性は高いのではないかと考

えられる．また，再発の時期は，IVB 後 1 年以上経過

すると危険性が高くなるのではないかと推察された．

視力を維持するためには，滲出性変化の改善と CNV

の再発予防が重要であるが，再発予防のために一定間隔
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IVB前

症例1

症例3
右眼

症例3
左眼

症例4

IVB後4週目 IVB後8週目

図 2 各症例の滲出性病変の経時的変化．

IVB 前に認められた網膜浮腫は，IVB 後 4 週目に軽減し，IVB 後 8 週目にはほぼ消失している(症例 1，症

例 3の右眼)．IVB 前に認められた網膜浮腫は，IVB 後 4 週目に軽減したが，IVB 後 8 週目には再び増悪し

ており，新たに漿液性網膜剝離も認める(症例 3の左眼)．IVB 前に認められた CNV周囲の漿液性網膜剝離

は，IVB 後 4 週目に軽減し，IVB 後 8 週目にはほぼ消失している．囊胞様黄斑浮腫は IVB前後で変化なく，

残存している(症例 4)．矢印：漿液性網膜剝離．ベバシズマブ投与量は症例 1(1.0 mg)，症例 3 の右眼

(1.25 mg)，3 の左眼(1.0 mg)，症例 4(1.25 mg)．



で IVB を漫然と施行し続けることは副作用などを考え

ると望ましいとはいえない．対策としては，再発の前兆

を察知することができれば早期にベバシズマブの投与が

可能となり，より良好な視力を維持できると考えられ

る．そこで，再発を認めた 2 例の OCT 変化を経時的に

追ってみた(図 5)．2 例ともに，再発時に滲出性変化の

出現，特に漿液性網膜剝離の出現を認め，さらに再発例

ではないが症例 3 の左眼でも，初回 IVB 後 8 週目に滲

出性変化の悪化を認め，再発例と同様に新たな漿液性網

膜剝離を認めた(図 2)．これらのことから，最低 4 週間

に 1 回の眼底精査，OCT 検査を行い，新たな漿液性網

膜剝離の出現を確認することで，subclinical な段階で再

発を察知できる可能性があるのではないかと推測され

る．ただし，CNV が網膜色素上皮下に伸展した症例な

どでは，OCT だけでは再発を検出できないこともある

ため，可能であれば同時に FA，IA 検査を施行して総

合的に判断する必要があると考えられる．

また，今回我々が設定した 8 週間という IVB の投与

間隔が果たして妥当であったかについては議論のあると

ころである．今回，OCT 検査にて，初回 IVB 後 4 週目
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A B

C D

E F

図 3 IVB有効例(再発なし)；症例 3の左眼．

Ａ：初診時眼底写真．中心窩下に灰白色病変，周囲に網膜下出血を認める．

Ｂ：IVB後最終受診時眼底写真．灰白色病変は瘢痕化している．周囲に網膜色素上皮萎縮を認める．

Ｃ：初診時フルオレセイン蛍光眼底造影写真(7 分 8 秒)．中心窩下に境界明瞭な蛍光漏出を認める．

Ｄ：IVB 後最終受診時フルオレセイン蛍光眼底造影写真(5 分 35 秒)．蛍光漏出はなく，組織染による過蛍

光と周囲にwindow defect を認める．

Ｅ：初診時光干渉断層計像．網膜色素上皮の上方に高輝度反射塊(矢印)，網膜浮腫を示す網膜内の低反射領

域(矢頭)を認める．

Ｆ：IVB 後最終受診時光干渉断層計像．網膜色素上皮の上方に高輝度反射塊(矢印)を認める．滲出性変化

はない．



と比べて 8 週目に滲出性変化が悪化した症例が 1 眼(症

例 3 の左眼)みられたが，それ以外の 3 眼では滲出性変

化は改善しており，OCT 所見上では 4 眼中 3 眼で IVB

の効果は 8週間持続していると考えられた．ただし今回

の検討では，IVB 後 4 週目および 8 週目に FA，IA に

よる検討を行っていないため，CNV の活動性を評価す

るには不十分であった可能性は否定できない．Zhu らは

CNV に対してベバシズマブ(1.25 mg)単回投与後，硝

子体手術に至った 11 眼で，硝子体中のベバシズマブ濃

／度を定量しているが，その結果，500 ng／ml の濃度が維

持されている期間は，bevacizumab 投与後 48 日間で

あったとしている25)
．一方で，ヒト臍帯静脈血管内皮細

胞を用いた in vitroの研究で，培養ヒト血管内皮細胞の

増殖を 100％抑制し得るベバシズマブの最小濃度は 500

／ng／ml との報告26)があり，この値を仮に外挿するなら

ば，IVB 後，約 7 週間は血管内皮細胞の増殖を十分に

抑制し得るベバシズマブ濃度が硝子体中に維持されてい

ることになる．しかし，実際の臨床においてはベバシズ
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図 4 IVB抵抗例(再発あり)；症例 2．

Ａ：初診時眼底写真．中心窩下を含んで広範囲に灰白色病変，周囲に網膜下出血を認める．

Ｂ：IVB後最終受診時眼底写真．灰白色病変は瘢痕化している．

Ｃ：初診時フルオレセイン蛍光眼底造影写真(6 分 40 秒)．中心窩下を含んで広範囲に旺盛な蛍光漏出を認

める．

Ｄ：IVB後最終受診時フルオレセイン蛍光眼底造影写真(10 分 10 秒)．蛍光漏出はなく，組織染による過蛍

光と周囲にwindow defect を認める．

Ｅ：初診時光干渉断層計像．網膜色素上皮の上方に中輝度反射塊(黄矢印)，網膜浮腫を示す網膜内の低反射

領域(矢頭)を認める．

Ｆ：IVB 後最終受診時光干渉断層計像．網膜色素上皮の上方に高輝度反射塊(赤矢印)を認める．網膜浮腫

は消失している．



マブの効果持続期間には個人差があると考えられ，in

vitroのデータがそのまま適用できるとはいえない．事

実，CNV を有するさまざまな疾患の患者に対してベバ

シズマブ(1.0 mg)硝子体内投与を施行し，その後 2 か

月間の効果を OCT で検討した報告によると，1 か月後

に滲出性変化の改善が認められた症例でも，2 か月後に

は多くの症例で滲出性変化の悪化が認められている27)
．

一方で，加齢黄斑変性に関しては，GLD 5,400 mm以下

の predominantly classic CNV に対しては，4 週間ごと

にラニビズマブを投与することが視力維持・改善に有効

であることが報告されている28)
．さらに，治療開始時か

らラニビズマブを 4週間隔で連続 3回投与することによ

り，視力改善に対するブースター効果があることも指摘

されている．本研究はAS の CNV であり，加齢黄斑変

性とは異なるものの，網膜色素上皮上の Gass type 2 の

CNV の形態が多い点において predominantly classic

CNV と類似していることから考えると，視力の維持・

改善効果を最大限に得るためには，投与間隔および投与

回数について参考にすべき報告であると考えられる．

症例により病変サイズや，CNV の活動性に差異があ

るため，CNV の完全な線維化を得るためには同一のプ

ロトコールで行うことは難しいと考えられる．AS の

CNVの線維化に有効な IVB の投与間隔および投与回数

については，今後さらに経過観察期間，症例数を増やし

て検討していきたいと考えている．
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